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ポジティブアクション・男女共同参画推進基本計画を策定しました

　　男女共同参画推進室便り
No. 7

神戸大学男女共同参画推進基本計画 （マスタープラン）

 神戸大学は， 男女共同参画社会の実現に向けて大学が果たすべき責務を自覚し， 「神戸大学男女

共同参画推進基本計画」 を策定する。

基本理念

 男女共同参画社会基本法は， 男女共同参画社会の実

現が２１世紀の我が国社会を決定する最重要課題と位置

付け， 男女は互いに人権を尊重し， 責任を分かち合い，

個性と能力を十分に発揮することを求めている。 一方，

高等教育機関である大学は， 人類の福利と平和に貢献

し， 新たな２１世紀を切り拓くために， 積極的に男女の

社会的な偏りを是正し， 男女共同参画社会の形成に寄

与すべき任を負っている。

 神戸大学は， 学長宣言に則り， 「真摯 ・ 自由 ・ 協同」

の精神の下， 男女が対等な構成員として， 研究， 教育，

社会貢献及び大学運営を行うことにより， 男女共同参画

社会の実現に貢献する。

基本方針

 基本理念を具体化するため， 神戸大学の全構成員の共

通目標として， 以下のような基本方針を確認する。

１． 教職員の人的構成における男女格差の是正

２． 大学運営における意思決定への女性の参画拡大

３． 研究 ・ 教育 ・ 就労 ・ 修学と家庭生活との両立支援

４． 性差別のない環境の構築

５． 男女共同参画に関する意識改革のための教育， 広

報 ・ 啓発活動

６． 男女共同参画に関する取組みの地域社会との連携

７． 男女共同参画に関する国際的な連携

（以下 , 行動計画 （アクションプラン） は省略）

　神戸大学は，男女共同参画社会基本法の趣旨に則り，女性教員を増加させるため

に，次の目標と措置により，鋭意努力します。

１．全部局で女性教員の採用比率20％を達成する

２．募集要項に「男女共同参画社会基本法の趣旨に則り，女性の積極的な応募を歓　

　　迎する」ことを明記する

３．業績および資格に係わる評価が同等である場合には，女性を優先的に採用する                                                                   

　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成21年度まで）

女性教員採用比率を向上させるための達成目標と措置

　「女性教員採用比率を向上させるための達成目標と措置」と「神戸大学男女共同参画推進基本計画（マスタープラン）」が

平成20年9月18日に教育研究評議会にて決定されました。

　全文は、http://www.office.kobe-u.ac.jp/opge-kyodo-sankaku/index.htmlに掲載しています。
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育成研究員　中馬いづみ＜報告＞日本植物病理学会第5回教育プログラムを受講して

  

女性研究者人材バンクでは登録者を募集しています！

  Ｈ２０年度日本動物学会OM賞の授賞式が福岡大学で行われ、育成研究員の日下部りえさ

んが授賞式に出席されました。授賞式では表彰と記念講演が行われました。また、同年次

大会で男女共同参画企画の「家庭と研究の両立を考える・子育て・介護etc.-」と言うテーマ

の関連集会において、育児をしながら研究を続けている彼女の現状などを話されました。

日下部りえ育成研究員が日本動物学会ＯＭ賞授賞式に出席

  このプログラムは、農業の現場や関連企業で植物の病気を担当する若手社会人が、植物病理学特有の技術である「植

物病害診断技術」をさらに磨くために、5年前から年一回全国各地の大学で開催されております。本年度の会場は鹿児島

大学でした。私は現在、所属研究室で育成研究員として植物病害診断のトレーニングを受けております。このプログラムを

受講することにより、新たな診断方法を取り入れ、育成研究員として診断技術の幅を広げるとともに、学生が就職してすぐ

に即戦力となるようにするにはどのような指導をすればよいかを学ぶことができました。また、現在九州沖縄地域で植物

防疫上最も重要な病害であるカンキツグリーニング病を扱った実習を受け、現場の専門家の講義を受けたことは、植物病

理学の目的を再認識し、今後育成研究員として研究領域を広げることに大きく役立つだろうと感じました。

  【次回キャリアカフェ開催予定】
　第6回　2008年11月6日（木）17:00-19:00  工学部学生ホール　AMEC３

  ゲストスピーカー：有賀早苗 北海道大学大学院教授・北大副理事・女性研究者支援室長

  「女性研究者を活かし、育て、支えるために何ができるだろうか？

                                                   －私を活かしてくれた北大のために、そしてすべての仲間のために－」

　これまでのゲスト講演記録「アーカイブ」はこちら：http://www.office.kobe-u.ac.jp/opge-kyodo-sankaku/kobestyle01/img/archive.pdf

  9月26日、兵庫県立男女共同参画センター「イーブン」にて開催。武田薬品工業株式会社・（元）創薬研究所長の蘆田康子さ

んに「企業の女性研究者の現状と、これから求められるもの」というテーマで話していただきました。今回は他大学からの参加

もあり、20名を超える会となりました。

第5回キャリアカフェを開催しました

  研究生活やキャリア形成の話題をおかずに、ランチしながら気軽に情報交換しています。

第２、第４水曜日の11:30～13:30　文理農学部キャンパス内環境管理センター1階ライブラリーへ、お弁当持参で。                  

詳しくはメンターラボ（pj-kobestyle@port.kobe-u.ac.jp）へ

Join us!　ランチタイムカフェにおいでください


